
バラード 

• 内容: 

ショパンのバラードは、物語性を持ったドラマチックな作品です。4曲のバラード

はそれぞれ異なる性格を持っており、Op.23の第 1番は特に有名です。 

• 技術的ポイント: 

バラードでは、緊張感と解放感のバランスが求められます。ダイナミクスの幅が

広く、感情の起伏を豊かに表現することが重要です。 

ショパンのバラードは、彼の作品の中でも特に詩的でドラマチックな要素が強い 4つの

ピアノ曲から成り立っています。これらの作品は、彼の創造的な天才が最もよく表れてい

るとされ、情感豊かな表現が特徴です。バラードという形式は、もともとは叙事詩や物語

的な詩の形式ですが、ショパンはこの形式を自由に解釈し、音楽的な物語を紡ぎ出して

います。 

バラード第 1番 ト短調 Op.23 

• 概要: 1831年から 1835年にかけて作曲され、1836年に出版されたこのバラー

ドは、最初のバラードでありながら、すでに完成度の高い作品です。強い感情

の波と複雑な構成が特徴で、ショパンの代表作の一つとされています。 

• 構造: 曲は、静かで深いト短調の導入部で始まります。その後、ドラマチックで

情熱的な主題が展開され、対照的なリリカルなメロディも登場します。再び主題

が発展し、クライマックスに向けて盛り上がります。曲は、激しく壮大な終結を迎え

ます。 

• 演奏のポイント: 感情の緩急を意識して演奏することが重要です。特に、静かな

部分と激しい部分のコントラストを際立たせることで、ドラマ性を強調します。 

バラード第 2番 ヘ長調 Op.38 

• 概要: 1836年から 1839年にかけて作曲され、1840年に出版されました。この

バラードは、最初は穏やかな牧歌的な雰囲気を持っていますが、途中から激し

く嵐のような展開を見せます。 



• 構造: 曲は、ヘ長調の穏やかで美しいメロディで始まります。しかし、この平和な

雰囲気は長く続かず、中間部で急激に嵐のような激しい展開に変わります。そ

の後、再び冒頭の穏やかなテーマが戻りますが、曲は最終的に激しいコーダで

締めくくられます。 

• 演奏のポイント: 曲の構造を理解し、対照的な部分のダイナミクスをしっかりと表

現することが求められます。特に、中間部の急激な変化をスムーズに、かつ劇

的に演奏することが重要です。 

バラード第 3番 変イ長調 Op.47 

• 概要: 1840年から 1841年にかけて作曲され、1841年に出版されたこのバラー

ドは、他のバラードに比べて明るく、親しみやすいメロディを持っています。 

• 構造: 曲は、軽やかでリズミカルなテーマで始まり、その後、流れるような美しい

メロディが展開されます。中間部では、少し暗い雰囲気になりますが、再び明る

いテーマが戻り、曲は華やかに終結します。 

• 演奏のポイント: 明るさと軽やかさを保ちながら、メロディの流れを大切に演奏する

ことが求められます。また、リズムの変化やダイナミクスのコントロールも重要で

す。 

バラード第 4番 ヘ短調 Op.52 

• 概要: 1842年から 1843年にかけて作曲され、1843年に出版されたこのバラー

ドは、ショパンのバラードの中でも特に複雑で深い作品とされています。感情の

幅が広く、非常に深い表現力が求められます。 

• 構造: 曲は、静かで深いヘ短調の導入部で始まり、その後、非常に美しいメロ

ディが展開されます。中間部では、劇的で激しい展開が見られますが、その後、

再び穏やかなメロディが戻り、複雑な展開を経て、壮大なクライマックスに至りま

す。終結は、特に印象的で劇的です。 

• 演奏のポイント: 曲全体の構造を理解し、感情の深さと複雑さを表現することが

求められます。特に、クライマックスに向けての緊張感を保ちながら、曲の流れを

途切れさせないように演奏することが重要です。 

 



これらのバラードは、ショパンの感情表現の深さと作曲技法の高さを示しており、それぞれ

が独立した詩的な物語を語っています。演奏者にとっては、技術的な挑戦だけでなく、

感情表現や音楽的な解釈力が求められる作品です。 
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